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１ 事業概要－①（汚濁防止膜設置計画図）

１

対象箇所

配置図 （環境影響評価書より）

垂下型汚濁防止膜

自立型汚濁防止膜



１ 事業概要－②（汚濁防止膜標準断面図）

垂下型汚濁防止膜 自立型汚濁防止膜

２



１ 事業概要－③（アンカーブロック）

タイプ
寸 法 (mm)

重量(t) 個 数
縦 横 高さ

タイプＡ 2,200 2,200 1,000 11.2 12

タイプＢ 2,200 2,200 1,100 12.3 10

タイプＣ 2,200 2,200 1,250 13.9 4

アンカーブロック一覧

作業限界波高（有義波高 [Ｈ1/3] ＝１．５m）
に耐える重量とする。

アンカーブロックの重量の考え方

３

（波高1.5m以上の場合は、汚濁防止膜を海底に沈める）



１ 事業概要－④（アンカーブロック決定根拠(1)）

アンカーブロックの重量は、汚濁防止膜技術資料（案）を基に算出

１ 汚濁防止膜に作用する力

① 汚濁防止膜に作用する波力

② 汚濁防止膜に作用する流圧力
１

１

＝ ７ ｍ

＝ １．５ ｍ

＝ ０．６ ｍ

③ フロートに作用する風圧力

＝ ７ ｍ

２

２

波力（W１） ＋ 流圧力（W2） ＋ 風圧力（W3）

４

＝ 3.86√(H1/3) ＝ ４．７３sec

＝ ０．３ ｍ

＝ １５m/sec



１ 事業概要－⑤（アンカーブロック決定根拠(2)）

２ アンカーロープに作用する外力

５

３ アンカーブロックに作用する外力



２ 汚濁防止膜設置位置について

６

現在の予定位置

当初説明時の予定位置

環境影響評価書と
同じ位置


